
消費税10%対応について 
「駅すぱあとSDK／ネットワークSDK」 
 
「駅すぱあと」シリーズでは、消費税10％への引き上げに伴う運賃改定の対応（以下、 
消費税10%対応と呼びます）について、前回消費税8%対応時の経験を基に、お客様に 
より早く正確なデータをお届けすることを計画しています。 
 
「駅すぱあと」シリーズでは10月版以降、算出した金額のステータスを併せて回答します。 
また、より早くお客様に確度の高い情報をお届けするため、弊社にて独自に算出した 
「見込の金額」を回答する場合があります。 
 
消費税10%対応開始後に「駅すぱあと」が回答する金額のステータス 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆探索日付を、事業者の運賃改定日前日までに設定して探索した場合 
　消費税8%対応時の通常金額のみを回答します。 
 
◆探索日付を、事業者の運賃改定日当日以降に設定して探索した場合 
　下記いずれかの金額＜改定前の金額／見込の金額／確定金額＞を回答します。 
　バージョンが上がり対応状況が進むにつれ、段階的に金額のステータスが変化します。 
　表示金額に注意が必要なとき「駅すぱあとSDK／ネットワークSDK」では 
　[！]マーク が表示されます。 
 
アプリケーションをご利用の場合 
※画面はすべて開発中のものです。探索結果はテストデータのため実際とは異なります。 
※探索結果画面の経路表示部の金額の前に [！]マーク が表示されるとともに、 
　ウィンドウ下にメッセージが表示されます。 
 
＜改定前の金額＞ 
運賃改定前の金額が表示されている場合 

 
 
 
 
 
 
 



＜見込の金額＞ 
運賃改定後の見込の金額を表示している場合（高い信頼性で算出） 

 
 
＜確定金額＞ 
運賃改定後の確定した金額の場合 

 
※消費税10%対応済みのため警告等は表示されません。 
※航空運賃は、期間に準じた運賃となるため警告等は表示されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



SDKコンポーネントをご利用の場合 
 

◆SDKコンポーネント（運賃改定対応の有無確認プロパティ） 
 

探索結果のカレント経路にある運賃、料金、定期券の金額がどの状態か判断するプロパティ。 
出力する値は、下記の通りです。 
 0：確定金額 
 1：改定前の金額 
 2：見込の金額 
 

●​ 運賃区間情報オブジェクト（ExpDiaFareSection3） 
 

  IExpDiaFareSection_A2 インターフェイス 
 ・UnsupportedConsumptionTax プロパティ 運賃改定に対応されていない運賃区間か判断 
 ・MoneyState プロパティ カレント経路の運賃の金額に対してステータスを返します 
 ・MoneyStateNote プロパティ カレント経路の運賃の金額に対してコメントを返します 
 

●​ 特急料金区間情報オブジェクト（ExpDiaSurchargeSection3） 
 

  IExpDiaSurchargeSection_A インターフェイス 
 ・MoneyState プロパティ カレント経路の料金の金額に対してステータスを返します 
 ・MoneyStateNote プロパティ カレント経路の料金の金額に対してコメントを返します 
 　料金区間に複数の特急料金が存在する場合は、特急料金種別ごとに返します。 
 　すべての種別の情報を得る場合は、SurchargeCount プロパティで種別数を取得してください。 
 ・UnsupportedConsumptionTax プロパティ 運賃改定に対応されていない料金区間か判断 
 ・SurchargeMoneyState[n]プロパティ 特急料金種別の金額に対してステータスを返します 
 ・SurchargeMoneyStateNote[n]プロパティ 特急料金種別の金額に対してコメントを返します 
 

●​ 定期区間情報オブジェクト（ExpDiaTeikiSection） 
 

  IExpDiaTeikiSection_A2 インターフェイス 
 ・UnsupportedConsumptionTax プロパティ 運賃改定に対応されていない定期区間か判断 
 ・MoneyState プロパティ カレント経路の料金の金額に対してステータスを返します 
 ・MoneyStateNote プロパティ カレント経路の料金の金額に対してコメントを返します 
 

●​ 連続探索用オブジェクト（ExpDiaSearch10） 
 

  IExpDiaSearch_A3 インターフェイス 
 ・FareUnsupportedConsumptionTax[n]プロパティ 
 ・SurchargeUnsupportedConsumptionTax[n]プロパティ 
 ・TeikiUnsupportedConsumptionTax[n]プロパティ 運賃改定に対応されていない連続探索か判断 
　 運賃区間関係 
　　名称に [n] が付いているプロパティは配列となりますので区間位置番号（１～）を指定して 
　　参照してください。 
　　・FareMoneyState[n]プロパティ 
　　・FareMoneyStateNote[n]プロパティ 
　 特急料金区間関係 
　　名称に[n][​ ​i​ ​]が付いているプロパティは、[n]に区間位置番号（１～）、[​ ​i​ ​]に特急料金位置番号 
　　（１～）を指定して参照してください。 
　　・SurchargeMoneyState[n][​ ​i​ ​]プロパティ 
　　・SurchargeMoneyStateNote[n][​ ​i​ ​]プロパティ 
　 定期区間関係 
　　名称に [n] が付いているプロパティは配列となりますので区間位置番号（１～）を指定して 
　　参照してください。 
　　・TeikiMoneyState[n]プロパティ 
　　・TeikiMoneyStateNote[n]プロパティ 



 
※連続探索オブジェクト(ExpDiaSearch)では運賃改定対応の有無確認プロパティを取得できません。 
※探索結果ダイアログなどのGUI部品では運賃改定対応の有無を表示する機能はありません。 
※航空運賃に関しましては期間に準じた運賃となるため、運賃改定対応の有無情報は取得できません。 
 
「見込の金額」について 
 
Ｑ：「見込の金額」はどのように算出しているのですか？ 
Ａ：消費税8％対応時の実績に基づき傾向を分析して算出します。推測の金額ではありますが、 
　　できる限り確度の高い情報をお届けするため基となる情報が十分に揃っている場合に限り 
　　「見込の金額」として算出します。 
 
Ｑ：「見込の金額」が後から修正される可能性はありますか？ 
Ａ：後日事業者から運賃改定後の確定情報を入手した場合、見込の金額は通常の金額（消費税 
　　10%）に切換えられます。その際、金額に差異が発生する可能性はございますが、高い信 
　　頼性をクリアできないと考えられる場合にはもとより見込の金額として搭載いたしません。 


